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書静

A. J・ベルムーデス；持

『メキシコ石油産業の12年

-14-i 7～ 1485年J

¥nt<>nio J. Berm山leろ l),1< (' . ¥ 1；川 alSen・icio ~ 

,fr /;1 Industria Petr. !,・ru 1frri, a11.1 1947-!!):,8, :~ 
).fr j f入 19‘O，’＇.lHp.

~4；音寺はそのようなベメックスの「発展と危機の12年」

を総裁として指導し，今日のペメックスをして，発展途

上闘における国常企業の成功のもっとも輝かしいサンプ

ノレといわれるまでに育てあげたアントニオ・ペノレムーデ

王1・1よ干の竺に上るものである。著r,－ヘルムーデスi土本書

Wt＇＇！＇のが j機を次のように述べてνξj' iぺJソケスの総

裁ごより〉という名誉は，具体的な中：5じならびに会；；十的，

V,c,, I !'i'.J資料によって適時に正確かっf;:JW乙＇；－＿－｝］，去にお

いて，内容；授かな情報を一般に提供するという義務をと

もなうものであるとU、うのがわたくしの信念であり，そ

のような義務を果たすために本書を執筆したん

Il 
γ 乙コで石油産業の国 （（ I~ ／／：断行きれ Jこのは 1938年

日 ：； I 片 Ii である。世界の主 •);:I ，＇； ι：IiI Ffニ；J♂るそのよう 本，I＇.：ーはバ：！乃上うな内容から構成されて，，、る J

た1i;/1；はわずかに主主命時の日〆＼ゴi;}J：、ものだけであ !",: 丈

パ 1{・・・ lイラン石油国有｛じゃス .T.・，，、 J干{'Itこさきだつこと お［庁統＇：（t'.100有化をめざして

} (I～＇＇（！ Ji余年のできごとであ...:- iiiiH化の直接の契機 第三，｝ わ，i!i ！＇／業のパック・ボ－~

は石油関係労働者の外国石油会f土に対寸るストライキを 第；i爺 ？監禁構造の再編成

中心とする労働関係の紛争であったが，その背景には国 第4'1主 輸入と輸出

際：干1i1'1資木に対ナるメキシコ国民の視強ν、不満と反感が 第円：ホ メキシコの進歩のための他の刺激

あゥたこと；む、なめないわ 第 tij';( 産業の経営とその社会的側面

これに対する国際石油資本の報復は激しし言論機関 第7育資金事情と産業の発展

士必） ：の非難，告発はもと t，）‘けfl'Ht術者や主要作 ;l;" ti 、将来＼の展望

業主 lいi引きあげ，原油の，，.fゴ川、杭送拒夜等あら H j} ＼バソクス年次報告概要
;¥,':,[ii，二およんだが，メキ／＇ .1の叩＇1＇，た大統領カルデナ r-1 :.r, ，） 「総合的国有化をめさ、LごJCft, 1938年
. ; ' I ＇し世 ＇ffでもっとも円三ミt.i;L!fi／）れわれの尊厳 :; IJ J:-<i！川命日収用令公布にはじ士＜＇.， I 1q行化のブリロセス

の椛t:rに対すろ障害であるならば，われわれは自らの宅 にぷい℃，メキシコ政府およびベメックスが白iJi主に横た

誉を犠t!:iこする！Jliにそれらの油国に火を放つことができ わるl相難な！問題；こいかに対処し，それを解決してし、った

るのだ」 ／：：二l:張してゆずらf，ただちに収用した外国王｛ かが述べられるコ

治会社二とその資産の補償についての：支持金開始寸ーるとと その第Iのものは収用した外国布油会社の資産に対す

もに、 illl田，製油所，パイプライン等石油P工業全般の管 る補償間題であり， 1940年のシンクレア．ク、、jレ一フ。，

JIil .illのための機関と！ : [ ::J ',・' 1’［、：111;, t土Petr《F’le＜予s l（、，1:

.¥k'C1札札nos（略称ぺメツク人町 i’《、：f¥H孟弓ヘ）士創設した ブ， ＂It，川，1a-Cooke＇’協定による北米の；，託会； 1、1947年
） 

r三・，；土まもなく勃発しfて－：＇ゴ ，J'.[I" 'i/一）乙予＂＇＂＇土， m要戦翼各 のf干； .ケ；c－一ア。（メキシカン. ｛一ゲ／レ．ク、／レ一フ＠

！「；ヲ i とLての石油の需要を；J

•\ 〆 守｛i誠1産業の立1雰を有11］；二L，夕トiば，in会下土とのII司の i'1川予Eいiえのr,fjijが述べられる。

補償協定も順次締結されるiこいたった。その間ペメ、ソケ 第2はコンセッション，地代，ロイヤノレテイ｝をめぐ

スはそのような有利な情勢を背景に着々と内部体制の整 る｜問題である。 1941年の石油法の第 1条は192:'i年の石油

備，充実をはがれ大戦終了後の194ij年までにほぼその 法および1928年のその改正法に基づくコンセッションの

「形成期」を宅了したコその後の12年間すなわち1947～ 有効性を認めたために予期せぬ混乱をひきおこし，この

5前年こそはペメックスにιての「先月毛期Jとなったわ 既得コンヤッシヨンの有効性をもとにして，国有化政策

けでわるが，それは同時lこ，危間］，＇万十〆／〉時代て、もあっ の終JI.をit/p7》うとする企てにf,it/Jなii実を与える危

ム 険が生仁fこしりで，それら既得コ〉セソションのllY￥肖しま
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たは買取り l円三めに専門家乃島じたる委員会h’Zげられ，

その委員会の価栴決定に本ついて財務省がその大部分を

取得したη 他方，地代とロイヤyレティーにつし、てはペメ

ッケスカ'1余々に解J発を行な，っていった。

第3の1,,11,'i'j；：、開発契京J·~舟1\i'PI契約に関γぺ， c円であ

る0 194(1＇；ーと！川 11年の石が出土 憲法第Zlr:乙『，1,fi，によ
る独占的開発という奴定にもかかわらず，メキシコ人ま

たはメキじコ人からなる会社との問の石油の傑主主・開発

契約によ；：；J,J:',1/f本のi立松V,!:Uそ認めたたムじ外国民

間資本か、，－1,f'. it改正， (,}; j;J{i'.／；修正へのIi:/；がよ日まっ

たJ そこJ --! 1 クスはく二勺石油法に:Jt;~ ；，，、亡命／；，i,1；され

た｜可tA の開発拠不jの解約にのりだし，19;:i5f]'lこi)i::r}Jした

その11n-s.'.メックスは19』7年以降， m家のィiiillI攻策と石油
法の範囲卜J<.;L￥：の民間lニ汁＿， .'); ~術を手I］用？ん’tυ＇，の契

約につL、 r:主rつづけ，］'1-1'1 U i二C]yf_', '' L ~- 7°を

はじめとして16件の契約を結んだ。この侃i'PJ契約は従来

の閣発契約どi土まったくl棋なる完全な作業契約であり，

掘った油Jiがi,;1tJを産出Lり t；介。このみ，ぞジ｝合1/lと危

険負担に (rI_ -・ fl］益の15～！C:',,!II当分を現；＇，： i ：、は現

物で支払.－／ ！：噌うもので， i-11L ・, 、形の技術！＇｝ Ji＇日Ix'-：であ

り，後に悶際石油産業におし、て一般化してくるサービス・

コントヲクト・システムの原形とU、うべきものであうたc

第4の，:ji'(j＇工l中台担当I] ) I slcnre clrilli1いυじiりする

ものであ； Jキシコ湾山大i左側は広大で：川、 Lかも

大量の石油埋蔵盆のあるよ二とが知られてし、たれ技術進

歩により海底油閏の開発が可能となって， ＇？メ IJカの石

油会社を中心にその開発潅についてしばしば折衝がなさ

れたが， .／ ノクスはそオl↓li<i1九油田につL、：七位の同

内油田と＇ J 1 J；扱いを三， L、l ゆずらな；，込J ，二

以上のような経過をへて， 1958年11）］にご1）レ，ワ一巴イ十tス

大統領によ〆Jて公ITTされだ「殺f石泊I去lはコン寸f、ソシ〆ヨ

ン；bリ度’ : '¥j 4土ι1：勺，抱削1’iWJ ;1，合掛i'jlj, f仁，－，，ず
に勃契し，，円yJ石j世If七ρ：＇T、反ヤ、：つv、てそii ;1:i-i]l線に

規定すること！こより，従：－j:ci_•{:1:1法のもたふ －τ I浩司しを

ノt，平！日の経済Eドj，む：誌と役割，探1ii,1i一部jの強化とその結！手ご
としての埋蔵量の増加，原油および天然ガスの産出盆の

推移，それらの埋蔵盆と生産量の増加のために必要とさ

れた投資，ベメックスの採用した資源保存政策，将来性

cl）ふとs油田の：汰ii／＿主主：について述へ 1・,;/ L －：ヤるが， lぐに

その保存政策にマ）＇. －＜；土， 1920iF／にの外国石油会i’l；こ上

るi鐙捌のために，世界有数の大油田ハ・ハ・デオロ（ゴ

ールデン・レーン）をはじめとナる多くの有望な許ll聞が

十；'i'c，＼.らli数十：rv)；；：命をわず語、紋十l'-Ci罰iちさせc',,j［て

-t ＇た苦い経験 ：－，， ;;. t えて十分な行），，~：を払ってL 也り二

::: !1’i ！：［］される。

?,i--1 :3章ー産業構造の再編成」ではメキシコの経済発展

とそれに対する石油産業の構造変化の過程が述べられ

、メツクスびj 守f'J.1 巳！~Jの 12年r,:J; 上」 k二シコ経j斉 i白 1/f；込，｝

可亡iJそWIでもあつ／こ ニの期間iこ1 坑ノレこ1一源としくぴ＇ T； 

i自；こk-rする需要はt過；的に年率7.9%とU、うi敬t骨を示した
のみならす、『，その構成において軽油部門に著しく備した0

=-h-l士対して供給面では，生産地域はメキシコ湾：・i：に集

中しぐおり， J,9－、til1jll-J]!!it!i設は大部分がi!1i外への翰／！¥Iこり

fii] ;; lられてし、にため，内経の工業中心地，消費't1,c_，＿、！住

への輸送，配給に重大なボトル・ネックとなっていた。

このよ Dな事態に対してペメッグスはその石油産業の構

造を渋本的；こ改たしなければならなかんた。その；うな

i11c:Y：＇持造の再編； ,x:ii, 需要の増JJii；こり花、する原油処JW能

力J）山大，熱分解・接触分解等の，1r処理法の導入による
軽油部分の抽出比率の改善，消費地と生産地の地理的関

係を改芳2するための製il:ll所の新設，油聞から製油所，さ

1 二llr＇蔵fラントー、0'）輸送網の%frはこ拡張，夕ン：I；一♀： 
'! / !7 .口一リ -・:-, 11ンク王主のJ1ii'Jリ立lヲ 両己給・ Wi売険f「l

宇主型Eと有j；充ならびに11油を補完するための天然ガスの平

用てE；；きわめて多角｜］甘にj丞行されfこ。

！ J 

':f> -1 'l¥'i: r輸入二的fl', では翰人のrm店が大部分を，！；め
メキシコで；工！リlit記lこ石主11し；バリJllがま台まって以来

iリゴ（）ij，代の空IJ'！び〉イI/:I!ブーム羽I,:_,,,' 1／ノて，つねじ1,11!1 
一局し，すべてを憲法第'27条に l浦和させることに成功し の愉入がなされてきた3 その理由としては，国内の生産

たハ j也とii'i費地の隔絶に力IIえて輸送手段の欠如が，場所によ

第2章｜イ［｜↓｜産業のパ J '7 ；；ーン」では，＇（ ;:l:1忙して ' ：－：.：：アメリカ，シ，，,: ）愉入をコペトi'i'J；こ右手I］にし’ニーと

のメキシコ Jl/1店産業を＇； ：ふ心もっとも 'i''f＇人：てつの や、 :r'.f要のfrflじのiド｝JI，，の編りに／LIド、J'.l
二要素，すなわち石油の埋；誌i立とf住産Eくの臣i}jiきか中心とな けな力通つたことムf’， l卦内での天tt、）／スの開発がi星れf↓4

るつまず右油i!i'~＊のメキシコ経済における I｝一テイング． とや，潤lff油，パラフィン，航空瓜ガソリン，液化ブfス

エンタープライズとしての役割が述べられ．寸べての経 〔プロパン，フタン）等の特殊品目の国内生産が不十分

済活動のlいで人っとも優1し！日沿発される、主 Jど叫が強 とふ B たことなどがあ；Tられるc

調されたり jI J；二、 i渇発のi1 1 tl{J日fi！面，すなi汁，ri'減量と ノー、ソノヲスiこど＇ Cこれらの治人は，（1）軽油は，［，;;Ji！に
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lじ－ • ~ fill同が著しく高ャ， L:I ／~，小.. : 'l l'rの流失を招

：：：，早川、に向けられていろ氏i:t ! •Wr'·/dJiil投資に向
it 1 l；とは乙かに大きな経済（，＇J{lj抗川い＇ l.l:., ' (4）低価格

政策／ J之，；.輸入コスト以下’J＇応、 filli仇（［Lil人jへ｛共給しな

ければならないなどの，，；，；で、大きなf対日となり司 4封：，人の克

服が緊急、の課題となったっ

ここでペメックスのとったか策は， ltlグすのはれiJを大誌

に輸出して，それで得た外貨でi/1£外のr;,sMiた清製品を輪

ヘj・ ＇＇：..、う従来からの安！人山人.. ! . .て， n国0)
三； 11'1で完全に精製品：二zI '.: シこと tてに pて総入

C ・' ,1,,I.、’J,,,'c; tかるという）j法～（. ＇：♂めに司 7ス
-•.: ;j、卜トrレコやサラ7 ンカt.正' , , i :I Iゴペ；L郊における

,:/,l11,:llil1iEカの拡大，テウ’， J f 、・，-：，.；；、；i'/dtfrノJ｛？＇ラ

書評

1 )): ,J刈n、i' t¥1¥i'ilJ・1者製用の化学占，＇，等は vuとほとんどを
治人にif<{iLてL、たが， 1950年には 4う〉の iが， l957年

にiL＇う_rv>1が↓， 1産fとされ，石油産案内｛＆／；υ川、しン！ご
い二／ょ：［J/(i仁川余地は今後とも！とtl-t，点、に大Fいと

評価されている。

第。京「石油産業の経宇？とその社会的（Hllilii＿］ではペメ

ッケスの企業内部の！日］l,'gが中心となる G 第 1に，従来の

外｜判石ill！会社にかわってその石油産業主どメキシコ人自身

,, r‘： i 、：i瓦：二ノnrrし逮：ら，fするためJ)')Aコび、；当！包、 :}~ 2 I こ

: t、 i{Jムiiて：！) ii' ( 

，：町1上｝）！；｜’＇！＼，色｝；：’{iで業内の労i吏I羽fふ，，;,11,rn空 iii：：に’高

，，がノ！日：i（）‘＇＇.i>:i ＇~：＇i(J技術を要する，f i山内：＇＇（•＇•牧γ’ktから

’i -! , Urir i.し＇）/:fl題‘：；H ；こ，採点1；、「，！＇＼ jjふ打，lc'l，翰

インやシウヲ・ベメックスの吸収工場の新，，丸々ンカー 送，！；＇j’様，配給，販奇にいたる ともなう問題

船版の地強など太判明＂－への供給能力の拡大 L イノペト が子れにふくまれ〆る〉

のガス吸収工場やヲムピコ・モンテレイrHドI)＇；イ〆ライ

ンなどの北部地減への供給能力の拡大，特'iJ,¥/,11の国産

化六三九l十両，実施された；・：，＇；＇北山川：｜舗の干 Li欠報告にお

〈「山
~ 0 C 伊 1_ 
I - < - ' I」。

I＿，.涌出については「大！日 , ~1,;,;,Lj ¥j'.〆；l石油がメキ

/ _1 経l与にとっての“オー•＇. : ( rノー になり、また

われわれの恋しき経済にと刊での“万能薬”になるとい

う希望は幻想であり，しかも非常に有害なとjl』である」

という立場から，国内で需要のない喰油部分の余剰分な

どに限られることとなった。

古'l；）ぎ「メキシコのj生f長のfてめの他の司，1jj号uでは石油
l：：レy イ己展が必、要とする設1.ii1‘i-J-J:},i'r:'

ふl～，IiP，；こ切り換えることにト yごう十（守ゾ）流出を紡ぎ，

1・・::r'i'' .. t；こ市場を提供しやl:・rc r!'1:mL、〆創出すると
Jソクスの終始一貫 I,_ J';,'.j¥：士川；果について

ペメソケスがこれらの問題に対処ナるためにとった方

策は喝干ii;IJ労働符労働組frとの団体協約，作業・職種の

作用的分恕ii,t；恨の設定，給与表の統一、産業情造再編成

,i,bWにおけふ；1J i;i(用の｛足進，労使れir委ii二，u〕屯 l仁，技
術／； ' {il「冗L~ Ul海外への研修派遣，究＇ t＼十！長ι＇／；，十JIJ一行・／fr1、〈のた

lhしf’，，.I,・：し

／；：、／、 i ,v-/ ゴ石泊荷己給公？上（Di叶口I"

le口3きMexican口s）等の関連企業のべメツクスへの整I里統

fr，地j斑別管1塑2葬J寿所のl没置等きわめて多ブjifrifこわたり，

E主たその社会的側面においては住宅建設，学校建設，奨

学金ヲ凶書館，スポーツ振興，労働組合・市民活動のた

めのセンター，消費者協同組合，公H史市場，劇j湯および

う、！；！，，ζ ＞ii'

:J¥ 7 ；＼「α；rc¥H奇と産業の発！共Jで；上ノ：£ソりへの発
;(I切に’：~:: :・ l'i金面iでの問題とそ山戸心人＼のケ！？ゾ]iJ：主題

どt: ご1ぜ、：p 〉二れは「12年間の（ナ1J._r:.ti','J'.'(1'.)!1'¥Y,if＇ーと発

''):ill；おとのllflの劇的な弱：i主♂）Ui]l!でお• i~o ど
述べている。石川IBi業が必要とする財貨をIT！内小梨造L

レわれるよろにけつして有効なものではなかった、
調述ーすることの立義にJ刈、て，工業団体. 1:ri業日（j；，金
融機関，関係f'J'iーにキγンベーンがなされ‘その上うか まず財務諸表，会，H-悶係資料の検討によって資企（J'.J四

国産のほ材料川il等の優先政策の：MJJ川内として州 離をもたらした原因として，（］）収用資産の補償に裂とた

年にボ＋・リカ・連邦Vllllのガス・与イ Lが建設された J 公害回を政府に返済しなければならなかったこと， ω再度
ニア）！工 I'長 250キロにわた ・); 11 ：；こ J日（）ピンチ〕の！H ；二三 ,!・ －：，、i{:iliLJJT,f, ，：，）干，；世1および1,;1Ji1( •j0J 乙川 11V,lfi洛弘士

ー（，－， '7＇を使用するとし、＿. : • ＇τべ，！.人.＼ltosHomos ＇.｛ぃ Illj EヤcJ)ii；！患における補助金、，J:,;:11. ＇.，山十IL[;~，謀
,lt-¥ l、i・.・o,S. A.および li'. l 片 I• 山朴 d ，、へ lonterγey, S. ;ik '1' V 'j,':!Ji!( Ct Ji!, (Ci購入するllol,HlO:c1ifa日：?JI怠i；♂あ；T
入力二 lゾ）生産を担＂iしたが二V川 rにそ 1i~li産業が作 ,-, ), I 

ぺl：二巨大た市場をもっ－ .：：：；てこ， 11 Iヨの関連産業 -'' とそ（／〉工うな困難にもかかjコル＼ーJ, Y,l~ ！J" 々とげる
は詳しくその発)J（を促進せられたっすなわち，鉄坂，鋼 ことができた理由として，（1）職員の名誉感と責任の自覚，

板，ケーブ／レ，れti井用パイプ， iごラムカシ司，jイ〉ア＼没（札 （日）人間関係における穏干口とチーム・ワークの尊重，（：J）経
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営面，－＇i(11 lにおける効ぶ11/iJl説化，（4）校－：i,/)'t主性の

高さ，（；，，f，ノJi（＇な資金政ん lい］の内外におけるべメッ

クスの威信の確立とその結果としてのfa｝日流入の階大が

あげ？ら;Jcているド

具体；＇＇ r，二； L ] '11:l年ワシ J ｝け出入主ll:fr<J・，－，， ,! ,10万ド

Jレの借；Ji、＂L:J・、1947年二 ャニiークの（‘：Ii仁川口iiBan］王

and Tru汽t（、札どのJ,',(i〕I,1949年のアメリカ下院国際貿

易委川会のメキシコ訪lilJ, トノレ一マン大1先i筒との会談f宰
』土ベメ、、J 惨＇.＇.＇「ii主f百iとf／；院J乙F〕f

イギリ：九、.， fンスの諸:[1］；ι了二（＇！取引が fl!;；」／： ~' .! ！之。同

時tこ国ゾコ I ,1 lfj機関日 l':11:<Ji川 tode] Ahor l内山1cional

や NacionalFinanciera, S. A.や Naじionalde Credito 

や Ba凹 ocit M ・・xico, S岨A.も十分に活用されたっまた

ベメッケペ／，.：.要求されい、／.fr'j格改:ii：と rillJ'lrノ「の削減

は1958':11 I ::11「1に承認ベ:il、 {i油精製，＼，＇，山 i1[<,(fとの没

行と相！っ h その？をの尚金本INの改戸？に明るい見通し
を与えることとなった。

第8~ 「将来への民望」は本書の結論ともいうべきも

ので， 二： i 5きだっ諸i¥i＇，£ぺられた人」ノケスの活

動と実幸江口 J・1三にたって｜；↓ミヘ川展望をよ）乍口、るじま

ず現時点におけるメキシコ石油産業の現況が同際市iと州

内面の阿側から総括せられ，ついで今iをの Jキシゴの経

済発展：＇！ Ji'''.i＇.＇：：：おいて石；Ji が主ナますIR到なft~： 11を果た

さねば人，・ .• '.・ L理由が原（/J':::I：の対比仁.；，：－..、 Li柑］せ
られ， 日一，：・ ,: j由の固有亡パ；亡、三反対すF＇＂計，.,I.i,V(のj主要

なものを紹介l, 12年間の経験に某づいてそれらに反論

を試みているひそして「•jf.実によって支Jかされたすべて

の具11''1つに； ,i lはメ下シ：仁川正1資源をfldた：／・.：：，段上の

ブ＇Ji1；はJ I Fスによる ,; ふるとれ'ii1•1L : その主主

済的，政山下人以下l'r的成功ーセれヰ湾北する／ふうじ採られ

た方法は，繁栄せる回？：？企業の典型1・10なそ子、ノレとしての

世界的承認を獲得し／二ζ メキシコ人はすでにそのF

中にf伝子山 I;• A促進する！：;i.山［了手I］な手べ P j, . ）てい

る。わi'.:' ! i Iそれを能土YJにj,V；作しう ？， L ：~九を j寄

りとする。・・0・岨治子自の悶有化はわれわれ〈ノー） ":;jl：命引のi長

大の．合法的な勝利のひとつである G 現実に見通しは明

るく，メ，＇； ：コの国民がての大雪なおから期待できるナ

ベてのご千！ιを1得するたc.',,.・, l,'/iをは確支えれ：・、 つれわ
れは楽；，.，：＂J. ,c；りうるし、仔 1~ ，；｝発展に~11,1J －~：， r1主力を

もっているつ楽天主義は物事をみる方法ではなくて，そ

れを行なう方法であるということを経験によって知って

かるj とL c, I ＇信にみち土二 Lゴで本書三：＼：，＇；／，しでし、る e
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以上が本書の内容のあらましであるが，著者の職務上

ρ・，＇（ i号からくらとλられる記述 I:u，あいまいさが依りLTど
( ! ), t主九まt・[ij[fi;＇.行油資本との抗争ペ 3労働団<-4；とのは

立に丸、ての(jfi£J•f；十分さや松半I）的視点の欠如等は，

たとえばJ.Richard Powell, The ]¥1e.xican Petroleum 

Industry I!J刈ーl.950 (Berkeley, 195日）や， Har、？日y

（｝ 

に！仁 てtタのt:i) r仁ι下を禁じえたい J
しかし本書にふくまれた諸事実，関連資料，統計等は

メ斗シコの干千泊産業についての類著書の多くが本書にその

出典，E求めていると左からみてil＿，資料的価値はきわめて

,',¥'. ，：，のであれ i：た石油がエネ I[•ギー源としてのなな

んず，石油化＇｛ l：守－（／）原料としても1{:民途上国の経流発

肢に？主す主す大なる役割を占めつつある現在，本舎に述

べられた発展途上国メキシコの石油をめぐる諸問題は，

:ff.: Jr:途上国の紅済発IKにおけるリ＿－，－ィング・エンケー
イ子 fズの役1iL1c 11；；三上国における［1＇.＼営企業のありす）, 

2:, ；，；こは外国折、1ヒベlj有化lこ関iむ1-,:,,i長問題等iこ八、亡
のケース・スタディとして，単に石油関係者にとっての

みならず、ひろく発民途上国の経済発展に関心を有する

列允，~·.実務家のな与に資するところ大であると .1,\1.われ

えLお，その後19同年にスタンブオート大学の Insti,ut位

。tHi出l泊nicAmerican and Lusa-Brazilian Studiesか
らHispanicAmerican Reportの SpecialIssueとして

H仁ぎ肴によ ；j Theλfe.ょican 入'cttional 1を！rofr1n，ι
Inι／川try:A. （’asc Study in人アati011alization方、；iリiI° 

されてL、ることを付記しておきたい。

（経済成長調査部丸むムワJ〕
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